









































































































































































































































































































































































応交輝」とあった。こ くじのまことに奇跡であった。れぞれは、出明 清光院 清光に呼応 変綠衣 身立意味、光輝はまさ 萬輝和尚 萬輝である。遇禄 は萬輝和尚が琳光院を中興なさる兆候で、誠 仏 祖意 もかな


















































































































































































































































































































































































































































































の句は、 「永き日や絵馬をみてゐる旅の人」 「あら野行く我が影もなき暑さ哉」 「牛嶋を猪牙で行く夜や銀河（あまのがは） 」 「浪うつてよせ来る勢子や花薄」 「胴炭の置き心よし除夜の鐘」の五句が採録されて
― 56 ―
去に因ると推察する」としている。
　
22　
  尾形仂編『俳文学大辞典普及版』 （角川学芸出版
　
二〇〇八
　
項目執
筆・加藤定彦）九六八頁
 
（いしづか
　
おさむ
　
筑波大学）
